

































































































































にもカックランを招いて説教をさせている。こうして明治 7年 12月 25日、敬宇はカック
27
ランの手で洗礼を受け、正式に東京メソジスト教会の会員となったのである。












































この頃、仏教者との交際が増えている。たとえば、明治 15年 1月 22日、3月 28日の記
事に、曹洞宗出身で後に東洋大学学長を務めた大内青巒との交際が見られる。また 9月 1日




















































































敬宇は、明治 24年（1891）6月 7日に亡くなっているので、明治 20年と言うと、敬宇の
晩年である。この時期に敬宇は、多くの漢詩を作っているが、それは『敬宇日乗六』と『敬
宇詩集巻之四』13）に掲載されている。今それらのうちの幾つかを取り上げて、それらの漢




































































 7) 『丁韙良著　中村正直訓点　天道遡源』倫敦聖教書類会社、明治 8年（明治 14年版使用）。
 8) 中村敬宇『敬宇日乗』（自筆本）静嘉堂文庫所蔵。
 9) R. W. Emerson, The Lord’s Supper, Selected Prose and Poetry, Introduction by Reginald L. Cook, New 
York: Holt, Rinehart and Winston, 1950.
 10) R.W.Emerson, The Over Soul, Self-Reliance, and Compensation, Works of Ralph Waldo Emerson, New York: 
Columbia University Press, 1939.
 11) R.W.Emerson, Works of Ralph Waldo Emerson, New York: Columbia University Press, 1939, 11-21.
 12) 『報償論』大久保利謙編『明治啓蒙思想集』（明治文化全集）筑摩書房、1967年。
 13) 中村敬宇『嶽南集』『敬宇詩集　上中下』静嘉堂文庫所蔵。中村敬宇『敬宇文集巻之一～巻之
十六』吉川弘文館、1903年。
